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(1》問題提起と既往の研究

奈良盆には多 くの溜池があり,ふ るくか ら掘 さくされたとい うのが人々の常識になって

いる.し かし溜池の数は必 らずしも全国0で なく,ま た渡来人の技術者 も多か った古代に

おいて畿内のみに掘 られたとも考えられない.近 年竹内常行は,自 らが昭和初期に行った

全国の溜池調査の結果を集大成し,日 本における稲作発展の基礎 としての,つ まり灌概水

利上に演じる溜池と揚水域の地域的分布や役割を概観してい る1).こ のことに刺激されて

筆者は改めて農林省の全国溜池台帳集計(昭 和30年)を 府県別にみてみた2).次 表に全国

の計をかかげたが全国溜池の総数はじつに27万 に及ぶことが知 られ るのである.そ の第10

位までをあげると次のごとくなる.

このうち奈良県は第5位 にな り,且 つ同じ寡雨地域の瀬戸内海でも兵庫県が第1位,こ

れに対し対岸の香川県は第8位 となることがわか り,必 らずしも雨量 との相関関係がない

ことが知 られる.そ れよりも奈良盆地の場合は乾ばっ と洪水が多 く,溜 池や河川が貯水又

は遊水地的性格をもとどめていたことが知 られ る.

順位 都 道 府 県 総数(カ ッコ内 は5ha以 上 の もの)
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つぎに大和国や河内国に溜池が多いとい う印象は奈良時代以前の記紀の記事が影響して

いる・例えば 「書紀」崇神の条をみ ると,"六 十二年の秋七月"…"農 は天下の大本なり,
のみた はに さは ほ ひろ

民の侍て生 くる所・今河内の狭山の埴田水少し.… …其れ多に池溝を図 りて,民 の業を寛
よ さみ かり さカおり

めよ"…"冬 十月,依 網池を造 る".…"十 一月,苅 坂池,反 折池を作 る.…"と 河内及び大

和の溜池が掘 られている.し かし,こ の方 も戦前に宝月圭吾2)に よる中世の荘園領主によ

る灌概支配の問題が取 りあげられて以後,戦 後になっては律令的古代以降におけるそれが

歴史家の間に注目され ることになった.こ とに律令期になって土地開発が進むと用水労働

の種類 も増加す ることを亀田隆之4)は 『続日本紀』や官符及び古文書か ら摘出している.

その工事内容は前者の場合,遠 江国荒玉河修築(天 平宝字5),河 内国狭山池修造(同6),

同長瀬堤修造(同6),河 内国茨田,志 紀,渋 川等堤修築(宝 亀1),駿 河国堤防修築(同

10)等 ・ また後者では越前国桑原庄開溝及修理(天 平宝字),越 前国足羽郡道守庄(天 平

神護2),佐 保川堤修築(宝 亀4)と 畿内以外にも及び,さ らに池だけでなく溝や堤防の

修築があげられ る.

これよりさき人工河川 ともい うべ き大溝の改 さくについて も,大 和国以外では有名な仁
なつ

徳11年 冬10月 の"宮 の北郊原を掘 りて,南 の水を引 きて西の海に入る.因 りてその水を號
こみ

け掘て江と日ふ,又 将に北の河の湧を防かむとして茨田堤を築 く".(『 書紀』巻11)と あ

り・その他 『書紀」巻22の 推古15年 の条には,"是 歳の冬に,倭 国に高市池,藤 原池,肩

岡池・菅原池作る.山 背国に,大 溝を栗隈に掘 る.且 河内国に戸苅池,依 網池作 る".の

記事があり,さ きの崇神の時に出た依網池の名が ここで も出て くる.そ の他同じ 『書紀』
つ

の仁徳12年 に有名な"冬 十月に,大 溝を山背の栗隈県に掘 りて田に潤 く.是 を以て,其 百
つね

姓,毎 に年豊"の 記事があり,推 古時代 との関係が不明である.ま た仁徳14年 には"猪 甘
わた こ む く

津に橋為す,即 ち其処を号しして小橋と日ふ.… …又大溝を感玖に掘る.乃 ち石河の水を
しろ

引き…墾 りて四萬余頃の田を得た り"と ある.こ の河内の大溝については,そ の後 「古代

を考える会」5)で発掘が試みられている.

この応神,仁 徳時代はい うまで もなく考古年代か らすると古墳時代に当る.伊 達宗泰6)

は・奈良盆地の弥生遺跡や古墳群の立地と灌概用水との関係を秋篠川氾濫原以下各河川流

域毎に分類している.こ とに周濠の前方後円墳以下古墳群の築造と上掲文献にみる池溝の

築造 といった労働が深い関係にあったことはい うまで もない.丸 山竜平7)ま た河内国に例

をとって"首 長墓造営を契機 とした地域開発と直轄地の設定……灌概用水路の掘 さくにと

もな う……2つ の開発方式は古墳時代全般を通 じての開発方式……"と し,開 発地域にお

ける屯倉の成立を述べ る.こ れよりのち班田制の実施とともに条胆地割実施のためには灌

概用の溝渠畦畔の整備が必要となり,河 川流路の分流が利用せ られ,一 部はその流路に変

更をみ るに至る.こ れ ら律令農民が朝夕耕した耕地の形態は所有者こそ異れ,つ ぎの荘園

時代にまで引 き継がれたことはい うまで もない.

さて再びもとにかえるが律令古代における池溝の開さくは平安時代に入ると,畿 内か ら

全国に及んだことは 『延喜式」巻26の 主税の項に 「諸国出挙正税公摩雑稲」のことが記る

され,そ の中に国毎に池溝料として稲何東かがあげ られている.ま ず五畿内か らみると山

城国3万 束,大 和国4万 束,河 内国2万 束,和 泉国2万 束,摂 津国3万 束とある.つ いで

東海道にっいてみると伊賀国修理池溝料一万束,堰 河防料一千束,伊 勢国修理池溝料四万

束,尾 張国同三万束,参 河国同三万束,遠 江国同三万束,駿 河国同三万束,伊 豆国同一万

束,相 模国三万束,武 蔵国同四万東,安 房国同二万束,上 総国同四万束,下 総国同四万

束,常 陸国同四万束とある.こ れを東山道についてみて も,さ い果ての出羽国池溝料3万
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束 とあって,国 の大中上下国を勘案しなが ら,ほ ぼ全国に出稲が割宛てられ・当時既に池

溝が盛んに掘 さくされていたことがわか る.

ところで問題は,し からば古代に掘 さくされた溜池は現各府111.ter.の現存或は既に消滅した

どの溜池にあたるのか といった溜池の実年代に関す る歴史地理学的考証となると,殆 んど

なされていないのが現状である.こ のことについて筆者はかって多賀城調査の折,そ の背

後に今なお存在する加瀬、沿が,当 時 この国府城の灌概並びに上水道 として使用されナこので

はないかと考えたことがあったが8),残 念、なが らこの池の年代を語る文献がない.ま アこ『

日本上木史』9)を みて も,畿 内ではは上掲河内明灰1⊥1池,大和の益田池(弘 仁年間)を 除

いては,古 代の掘 さくされlrも のとしては讃岐の満濃池(十 市池)が あげられているにす

ぎない."大 宝年間国守道守の創案せ し讃岐最古の0大 名池な り,古 伝に上古清水の湧出

す る所水神を祀 り,築 池の際堤上に遷座す."と ある.と ころがこの讃岐平野の場合

でも,文 献にこそ出て来ないが,例 えば地形図5万 の散村の多い 「丸亀図幅」をみると(

第1図)ま ず善通寺市街が条里地割を踏襲しているほか,付 近に 「三条町」,四 条,五 条

の条里地名があり,さ らに西北方には 「郡家町」や領家,地 頭などの中家世地名 も残存し

ている.

つ ぎに溜池の形態をみ ると,奈 良盆地のそれのよ うに条里の正方形の坪をっぶしたと思

われるものがない.こ の掘 さく年代は果して何時なのかの疑問につ きあアこるのである.そ

れとともに全国の溜池の形態を地形図で検す ると,沖 積平野にあるものと,山 麓で堤防を
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築いて湧水を堰きとめた,い わゆる谷池の存することを知るに至った.第1図 の場合,与

北町のその名も谷の溜池もそれである10).

つ ぎに古代における河川の利川や人工によるその流路の改変の問題 も同様で年代が不詳

である.

このことについても筆者は,か つて内陸に位置する古代国府は外港を有し,河 川が水運

に使用れた11)時にはその水を堰 きとめ,川 巾を広 くして運河の役割をもつとめたこと等を

灌概による流路の人為的改変とともに推定したことががあった.例 えばかつて周防国府城
せば と

調査の折,現 防府市域を流れる佐波川の分流たる迫戸川が,古 代か ら掘 られた運河で,河

口港たる 『延喜式』の勝間駅に通 じたことを述べた12).そ の他条里の畦畔に沿って灌概用

水を分水す る場合,河 川の分流を古代条堅の計画線に沿って直角に改変する例はしばしば

みられ るし,ま た近世城下町の外濠が これを踏襲することもある.第2図 は近江彦根の旧

城下町である.そ の外濠が条里の境界線を踏襲するほか,ABの 芹川は現彦根市街地を区

切 るが,芹 川はもとはACの 方向を流れていたもの,少 くもACは 旧自然堤防で,こ れに

沿って城下町を防御す る寺院 も集 っている.こ の場合,も っと古 く条里境界線(後 三条

町)と して流路を変更 させられたものと考えられ る.

以上の問題提起を前提として,以 下に奈良盆地に例をとって,こ れらの問題を具体的に

考えてみよう.
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(2)奈 良盆地の溜池とその初現問題

奈良盆地の溜池が主として農業灌概用水,時 には洪水時の遊水池又は貯水池に使用され
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たことはい うまで もない.こ の盆地の場合,俗 に"大 和の皿池"と 呼ばれるその溜池灌概

は吉野川農業用水路完成前までは約70%を 占め,残 りが大和川水系13)の河川灌概に依存し

ていた.そ の数は大小併せて20,000に 及んだといわれ るが,現 在では埋立てて,水 田や宅

地に化しナこものも少 くない.と ころが昭和28年3月 に奈良県耕地課によって,山 地 の 宇

智,吉 野両郡を除 く奈良盆地の溜池台帳が出来ナこ.こ れには名称,所 在地,事 業主体,工

期14),使 用目的,受 益面積,貯 水量,型 式等が記るされている.事 業主体は水利組合が主

であるが,中 には高取藩等 もある.

っぎに使用目的は用水補給とあ り,型 式は一方堤,二 方堤,四 方堤等がある.と ころが

問題の工期は明治5年 等のほか,150年 前 とか寛永19年 とか,時 には高取藩等とあ り,最

も古い と思われ るものはすべて"300年 前と推定"と ある.300年 前 といえば江戸時代のは

じめの寛永の頃以前とい うことになる.何 の根拠によっナこのか明 らかではない点で資料価

値が乏しいが,以 下に市郡毎にその掘 さく年代が300年 前と推定される溜池の数と総数を

あげてみよう.さ らに名称のうち新池に対す る古池,大 池,三 条池,荘 池,そ の他古文献

に出て きて現存するものの名称をあげてみ るとつ ぎのごとくなる.

市 郡 名 数 総数

奈 良 市

大和高田市

添 上 郡

山 辺 郡

生 駒 郡

礎 城 郡

宇 陀 郡

高 市 郡

北葛 城郡

南葛 城郡

63

8

44

83

183

39

13

一
30

67

46

114

21

132

180

311

146

40

82

229

126

参 考 名 称

市之井,古 池(2),三 条池,佐 紀

池,上 鍋池,小 鍋池,水 上池,

四条池,大 池(4),QI池

古 池(3),大 池(2),一 大 池

古(旧)池(4),大 池(3),広 大 寺 池,

往 古 池

古 池(5),大 池(2),六 条 池,七 坪

池,田 井 庄 池,九 条 池

古 池(8),大 池(4),大 反 田池,蛙

股 池

古池(8),景 行御 陵,崇 神陵,八

条池,九 品寺池,九 ノ坪池,大

安寺池,雲 古池,鍵 池,二 町池

大 池(2)

古 池(3),大 池,和 田 池,石 川 池,

四 条西 池,四 条 東 池,四 条堀 池,

桧 前 池,御 園池

大 池(5),古 池(7),唐 古 池,尺 土

池,郡 ケ池,出 屋 敷 池,南 郷 池,

旗 尾 池

古 池(2),大 池(5),忍 海 池,神 丈

池

まず工期に関しては明治,大 正等新しいものは年数が書かれているが,そ れ以外は300

年前,200年,100年 とランクがっけられ,そ れ以前では例えば参考名称 らんで下線が施 し
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たものなどは500年 前推定等とある.お そらく水利組合等で村の伝承をもとに分類したの

であろう.こ れによると約半数以上が近世及び以前の掘さくになると見倣してよい.ま た

参考地名にっいて も古池は新池や今池,大 正池等に較べると古いことはわかる.一 方,古

池とほぼ同じ位の数がある大池にっいても,こ れが何時代の ものかの絶対年代は不明であ

る・まアこ六条池や七坪池等条里関係の名称 も,こ れ らの名称がっけられて以後に掘 さくさ

れたことがわかる・また崇神,景 行陵など前方後円二墳の周濠の水が,そ の後灌概川水に使

川されたか,こ れがまた古墳築造当時も同様であったのか否かは不明である.ま た奈良市

の上鍋,小 鍋両池も同様な周濠を池とみなして使川したのであろ う.そ の西の水上池は,

現在もその名称で呼ばれているが,じ っは記紀にはな く,『大 日本地名辞典』 によると 『

古事記」の多他那美,前 皇廟陵記の楯列池とす る.し かし平城京の北辺にあることか ら多

賀域の場 合と同様な,こ の頃に掘 られ一7?11...池と考えてよい.な お添上郡の広大寺池や大安寺

池の名は出るが,高 市郡には当然のことなが ら弘仁13年 に掘 られた益田池の名がみえない.

これは現存しないためであるが,同 郡の和田池や石川池のどちらが 『古事記』の劔池なの

か,文 献に出る軽池が果 して現存の小型の軽池なのかとなると,こ れまたげんか くな比定

はむっかしい.ま アこ渡来人名を想わす唐古池は磯城郡に も北葛城郡にも存在するが,磯 城

郡の場合,か の弥生期の大村落遺跡は池の底から発掘 されたことか ら,こ の池が掘 られた

時,す でにここに村落が存在しなかったことになり,こ の掘 さく年代が問題になる.

筆者は以前,歴 史地理学的な立場か ら現存の奈良盆地の溜池について,そ の形態や地形

的位置などについて,そ れが1.方 格の条里又は条坊地割に規定 されるもの2.古 文献に

出る溜池が案外山麓の堰止池すなわち谷池に多いこと3.馬 見丘陵地等に分布する小形の

溜池が近世以降に掘 さくされたものが多いこと等を指摘す るところがあっナこ15).ところが

その後本年になって,か ねて橿原考古学研究所員が試みて来た奈良盆地のふるい地籍図の

復刻 と,こ れに伴 う秋山LI出雄等1こよる推定条里地割の復原が試みられ,そ の書物が出版

され ることになった16).そ こでこの事業にも関連した筆者は,前 回時に使川の原図17)や在

勅 仮製図や1250。。図よりも・ さら1こ価値あるω 大縮尺図ナこる一1500。図について瀦 味

し,且 っは上掲奈良盆地の溜池調査帳にみる 「古池」等について改めて,そ の地形的位置

などをも検討することにした.以 下にこれ らか ら得た若干の結果についての既往の考え方

に再問題提起し,今 後とも溜池の絶対年代推定は他の名 もな き道路や次項で述べ る河川の

それと同様,極 めて困難であることにふれたい.

まず第3図 は旧平城京南端の条坊 と,そ の南の添上郡の京南条里地割,こ の間に残存す

る溜池の分布を示した ものである.同 図ABは 平城京左京南端の九条大路に当る.佐 保川

よ り東で同図北端のCDた る岩井川は八条を境 して東西流し,こ の佐保川に注 ぐ.こ の間

「トロ池」,「 西九条池」,及 びその西隣池が40丈(1m25前 後)4方 の条坊地割に規定 さ

れるのに対 して,西 北の 「河原池」及び 「ホツ ミ池」は条坊に無関係である.と い うこと

は条坊以前に掘 られたのか,以 後条坊制が意義を失 ってか らか,い ずれかだと考Y7Lら れ

る.っ ぎに添上郡の京南条里は坪並が必 らず しも一致 しないが,「 法間田池」 は条里地割

に関係深 く・36丈(109m)4方 で,条 坊地割よりもやや小型である.と ころが 「ホツミ

池」 もほぼ同じで,平 城京域には,当 時以前に掘 られた条里型の溜池も存在 していたこと

が知 られ る.

また条坊型の 「トロ池」についていっても,平 城京設立後,条 里型溜池を40丈4方 に拡

大しYTと も考えられ るのである.第3図 は以上の諸点について問題を提起す る.そ の他,

東九条集落 と 「ホツ ミ池」,同 西九条集落 と 「西九条池」との関係に関し,現 存両集落 と
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第3図 平城京条坊 と条里,溜 池

平城京の 「東市」集落が関連するように考える.

っ ぎに第4図 は 『日本書紀」応神11年 の項に出てくる 「劔池」及び 「軽池」の位置を示

したものである.劔 池は現在では石川池 と呼ばれ,そ の南には孝元天皇陵があ り,『延喜

式』 諸陵寮には"劔 池嶋上陵一軽境原宮御宇孝元天皇.在,大 和国高市郡、一"と ある.

書紀の応神11年 より,さ らにふるく,劔 池があったことになる.ま た同じ 「書紀」には応

神7年 秋九月,"高 麗人,百 済人,任 那人,新 羅人,並 来朝.時 命,武 内宿弥、,領、諸韓人

等、作 池.因 以名 池号,韓 人池、"とある.こ の韓人池が具体的名称であるか否かは不明で
レ レ

あるが,『 古事記』では(中 巻)に"品 陀和気命,軽 嶋の明宮に坐して天下を治む,… …

此の御世に……又剣池を作る.亦 新羅人参渡来.是 以て建内宿弥命引率堤池に役たせ,百

済池を作 る"と ある.こ の 「百済池」 も不明.軽 池は同図剣池の南の池であろ うと され

る.現 存のものは極めて小 さいが,古 代にはもっと大 きかったものと思われ る.と ころが

剣池と同じよ うな地形位置をとる同図東の現和田池のことは文献に出て来ない.____.方,他

に応神11年 には大和では鹿垣池,厩 坂池が,ま た履巾2年 には磐余池,同4年 に"冬 十

月,石 上溝を掘る"推 古15年 には高市池,藤 原池,肩 岡池,菅 原池が,同21年 には液液上

池,畝 傍池,和 耳池等が掘 られているが,そ のいずれ もが,そ の名では現存せず,そ の名

称が古代地名を示すことか ら付近の地に求められている現状である.例 えば菅原池は垂仁

天皇陵一 『延喜式』では菅原伏見陵一付近の俗に大池 と呼ばれ る溜池ではない か と思 わ

れ,磐 余池は第5図 の天香久山東北方の古池だろ うといわれてい る.

か くの如 く 「記紀」の古代溜池の現地比定は極めて困難であり,そ の後名称が変ること
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第4図 飛鳥の軽及び剣池と古道

もあると仮定 しナこ場合,第4図 の3池 は地形的に類似してお り,低 い洪積段丘の段丘崖を

堰きとめていることや,こ の奈良盆地の場合,大 阪層群の粘土層の不透水の湧水を利用し

た谷池であることが知られ る.っ いでなが ら同図のABは 推定藤原京域の南端大路にあた

り,『日本霊異記』 に雄略朝に"阿 部の山田の前の道とF[{i.'ui浦寺の前の路とより走せ往 く,
ちまた

軽の諸越の衙にに至 りさけび……"の 軽の路である.軽 市が古代大和の三市の1つ で あ

り,高 取川水運と下ツ道,こ の軽路の交叉点にあたる商業都市であったことはい うまで も

ない18).な お,ほ かに も同図で明かなことは藤原京域が条坊地割でなく条里地割であるこ

とは数字で示し一7T11...方1町の坪並が畦畔とともに残存することと,今 も一部に環濠集落の形

態をとどめる田中部落は稗田その他 と形態の類似す る中世的特徴の顕著なものであり,飛

鳥川べ りの川原田中はその出村 と思わせ ることである.現 地でのヒヤ リングによると,川

原田中はもとより,田 中集落 もしばしば洪水の被害を うけたとい う.或 は奈良盆地の環濠

は村落自衛の目的のほか遊水池や灌概用の性格をも兼ね具えたものと考えられる.

つぎに第5図 は,第4図 の北方の天香久山付近の地籍図か ら重要部分を摘出した もので

ある.ま ず 「古池」が地形的位置か らすると,上 述の堰止の谷池であ り,小 字 「池」が示

すように,さ らに大規模な磐余池を後に 「古池」と称した ものと考えられ る.「 書紀」神
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第5図 天香久II(付近の古池 と中 ツ道 及び堀川

い わ!l

武即位前紀に神口本磐余彦天皇は大和高原か ら桜井に出て奈良盆地の"天 香久山の埴土を
ひら か

取 り,八 十平盆を作 り……諸神を祭"っ ているので,こ の付近の池を磐余池と呼んだので

あろ う.さ らに同図では詳しくは秋山口出男が推定 した高市郡路東25条4里 を境する南北

線がいわゆる 「中ツ道」であり,天 香久山頂を通ることは,筆 者が以前に強調したところ

である.一 方,こ の図幅では藤原京の 「高殿」地域 もまた条里地割に規定されることや,

坪名に 「門田」,「 宮 ノ[」 等の存することてある.ま た山麓の 「古池」,「 八幡谷池」以

外はいずれ も正方形,又 は矩形を呈し,条 胆地割に規定されることが知 られる.最 後に天

香久山の西麓を北南流す る川が上の石上溝ではないかの問題は次節でふれる.

ところが この第2図 でみた 「古池」は必 らず しも山麓の谷池のみではな く平地にも存す

ることを第6～7図 の高田市域の例か ら示 してお く.こ の場所は良福寺集落に接 した不定
かつ げ

形な 「古池」で,こ の北方の狐井部落には小形の前方後円墳がある.葛 下川の上流地域で

標高75.5mで ある.ほ かにここには不定形の 「新池」や条里に規制された大田池や宇陀池

のほか,方 格の千股池 も存在す るほか,こ の北葛城郡の馬見丘陵及び高田,葛 下川上流に

は,第7図 のごとく無数の小型の新しい溜池が存在す るのである19).

これを要するに奈良盆地において.か つて存在して消滅した もの,或 は今 もふるくか ら

現存する溜池全部について,こ れを発生的に分類することは,こ とに絶対年代を明かにし

た り,初 現年代の形態規模 を復原することは極めてむつかしい.わ ずかに相互の形態や位

置等を通 じて相対年代を明かに出来 る程度である点は,す でに も述ベアこように道路や,つ

ぎに述べる河川流路の歴史地理的研究に似ているといってよい.

ただこの間にあって上掲奈良県の溜池台帳や寧楽,平 安遺交その他の古文書を通じて近

年金田章裕は奈良盆地の溜池を谷池と皿池とに2大 別し,小 形の皿池の大部分が平安期に

は存在 しなかっナここと,さ らに条里地割の内部には荒地や事実上の畠が意外に多 く,現 作

率が低い場合の多かったことを実証した論文が注目される20).0方,土 木畑の松浦茂樹 も



10 奈 良 大 学 紀 要 第10号

第6図 大和高m市 域の溜(ff?
第7図5万 分1図 にみ る馬児 丘陵

付近の溜池分布

ま た近 年 この溜 池 台 帳 か ら溜 池 の築 造 年 代 を 問題 に し,室 町 以 前 を5.2%,徳 川 期82.9%,

明 治8.3%,大Ill・ 昭 和3.6%と して い る°1)が,こ の統 計 資 料 そ の もの が 問 題 で あ る こ とは

す で に ふ れ た と ころ で あ る.

(3)古 代の河川と運河の問題

古代の河川が灌概に使川されたことはい うまでもないが,0方,河 川はまた水運に利用

され,人 工による流路変更や運河の掘さくともなったし,洪 水毎に流路を変更した り,上

流か らの土砂の運搬,堆 積によって,水 深が浅 くなった り,時 には澗川となってその機能

をなくした もの もある.こ の場合,残 存する自然堤防によって1日 流路を見出すのは容易

であるが,そ の絶対年代を推定し,古 文献のそれと現在のそれを対比 さすことや,水 運の

方法が どの程度であっナこかを推定す るのは容易ではない.ま ず古 く 「書紀」の履中4年 に

見た"石 上溝"か らみてみよう.こ の記事は同じ 『書紀』の斉明2年 に"天 皇,乃 ち遷
なつ た むのみね めぐ

る.號 けて後飛鳥岡本宮 と日ふ.田 身嶺に,冠 らしむるに周れ る垣を以てす.復 嶺の上に
たかユのJfロ たくdtみ ぞ ほ かく

……観を起つ.號 けて爾槻宮.時 に興事を好む.… …水工をして渠穿 らしむ.香 山の西よ

り石上山に至 る.舟 二百隻を以て,石 上山の石を載み,流 の順に控引き,宮 の東の由に石
そし

を累ね垣 とす.時 の人読 り日 「狂心の渠.功 夫費絹三万飴.垣 造 る功夫費掲七万飴……"

と同一のものと思われ る.結 局完成しなかったわけであるが,履 中時のものの拡張 とみて

も,そ の場所が問題になる.田 身嶺を多武峯,石 上山を三輪hと し1.場 合,天 香久山西の

川までどうして水運を利用したのか,ま ナこ舟二百隻 とはあまりにも誇ちよ うである.し か

し天香久lhの 西には,た しかに溝または運河が掘 られたのである.そ れは第5図 のPQ点

がほぼ南北流し,米 川に注 ぐことであ り,し かもP点 付近に 「堀川」なる小字名が残存す

ることである.

おそらく、この川は藤原京の東堀川にあナこるものと思われる.す なわち藤原京時代に,

もとか ら存在,或 は計画されていた石上溝を改修しナこものとすべきであろ う.こ こで筆者

は 『万葉集」巻1に みる"藤 原宮の役民の作る歌"を 想起す る.近 江国の田上山の材木は
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宇治川,木 津川経由,奈 良盆地に入 っては,佐 保川,初 瀬川か ら飛鳥川ではなく,寺 川に

出で,そ の南の米川か らこの堀川を経由しナこものと考える.し かるにこの 「狂心の渠」に

ついて秋山日出男は寺川だとす る22).しかし米川ではな くて寺川の南北の直線道路は現実

において天香久山の西を通 らないのである.
つ ば

つぎに大和の3市,す なわちさきの軽市,海 拓榴市と,も う1っ 阿斗桑市の位置につい

てみよ う.こ とにこの最後者について 「書紀」敏達12年 には"館 を阿斗桑市に営 りて,口
はべ ねがい まま

羅 を住 ら しめ て,欲 の随 に供 給"と あ り,つ い で推 古18年 に も"冬 十 月 … …新 羅,任 那 の
まういた むろつみ

使人,京 に藻る.… …即ち阿斗の河辺の館に安置る"と ある.こ の位置について 『大 和

志』は田原本町の坂手集落をあてている.河 辺の川とはい うまで もな く下ツ道に沿って北

南流す る寺川のことであって,当 時渡来人が難波か ら大和川を湖って来たことを物語る.

なお寺川といえば筆者は田原本町に近い唐古遺跡発掘の折,こ こか ら船を画いたへ ら書 き

の弥生土器が出土したことを思い出す?3).こ れは大和川が大阪平野に出る谷口にあたる高

井田の横穴式古墳の壁画等とともに先史,古 墳時代における大和川水運の事実を遺跡遺物

が物語る貴重な資料である.一 方,海 拓榴市についてもその記事は 「書紀」の武烈即位紀

や敏達14年 にあり,さ らに推古16年(608)に"秋8月,唐 の客,京 に入 る.是 のrlに,
かさりうま またち

飾騎七十五匹を遣して唐の客を海石榴市の術に迎ふ".と ある.こ の位置をすでに拙文18)

で考証したよ うに現在の三輪の金屋だとすると,こ こは初瀬川と東西の横大路一推古21年
"又難波より京に至るまで大道を置 く"と あるか ら,こ れより以前であるが,こ の推古の

記事は,同 じ 「書紀」仁徳14年 の条に"是 歳,大 道を京の中に作る"と 同じのちの竹内街

道を整備 したものであると筆者は考えている.と が交叉する点にあたる.ま た推古時
ちまたやみこ

代の京は,こ の付近に存 したものと思われ る.0方,海 拓榴市の術の文字は同じ 「書紀」
ちまた うまやたち

の武烈の条には"海 柘榴市の巷"と あ り,敏 達の条では"海 石榴の亭"の 字が書かれてい

る.巷 とは文字の如 く河港の意味であるか ら,こ の初瀬川の谷口扇状地の裾にまで,判1寺

唐船が渕 って来たものと考えねばならない.

一般に古代の奈良盆地では,青 垣山の1つ たる地塁山地の大和高原には今日以上に森林

が被ふ くされ,伐 採 もな く,こ の基盤岩をなす古生層間の領家花嵩岩の 土壌浸食 も進ま

ず,た めに今 日見るよ うな各河川の天井川形成と,そ れに伴 う河床の上昇 もす くな く,且

っ水量 も盟窩だったものと考えられる.従 って大和川上支流における河川の通船湖航地点

も第8図 の●印で示したよ うに,近 代までは初瀬川では嘉幡,小 島,寺 川では今里,田 原

本,曽 我川では但馬,飛 鳥川では松本,佐 保川では番條まて一つまり同図45～50mの 等高

線間一 と考え られた21)のと異って,古 代ではさらに上流にまで舟の湖航が可能だったもの

と考え られる.か くて筆者はまた軽市についていっても,こ こが下ッ道一筆者はまた以前

にこの奈良盆地南北の幹線計画道路の設置を丸山古墳と関係ある古墳時代だと推定 した15)

一と高取川(檜 隈川)舟 運の湖港点だと考えナこ18)のである.と ころがこの流路の久米寺南方

側では平安期の弘仁13年(822)に 益田池が掘 られ,現 在その碑文が残っている24).こ の池

は高取川上流からの水を堰 き止め,他 の池溝と同様,こ の時代の干ばつに備えて付近の灌

概用の溜池とした ものであるから,普 通には当時はすでに古代の高取川水運はその機能を

しなくした ものと考えねばなるまい.し かしそれで もなお,筆 者はこの池のあた りにまで

船が来たのではないかと思われる事は付近の宣化天皇陵付近の山に 「船付山」なる名称の

存することである.ま た別の解釈を試みるならば,こ の益田池は灌概のほか,貯 水池的機能

をもち,曽我川に合流す るまでの高取川水運を助けたとも考え うるのである.(第8図 参照)
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第8図 奈良盆地の河川と舟運の湖航点及び古代地名
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その他,こ の西の曽我川について も,さ らにその西の葛城川についても古代の水運に関
はん

係が深いことは,葛 城川の場合,そ の上支流の水越川の吐田郷か らは多銀細文寛 と銅鐸が

発見され,こ れが生駒山地西麓の恩智か らも出土,こ れ らが大和川水運に関係 の 深 い こ
や

と25)や,京 都の鴨川の上流に鎮座する賀茂社の祭神が 『風土記」逸文の山城国の条で"大

稜の葛杣 の峯に宿 りまし,彼 よ嚇 こ勘 て山代国岡田の織 蛭 り,山 代河d蔭 に下

り,葛 野河と賀茂河の会す所に至 り……"の 記事を筆者はこの葛城川水運を利用した もの

と考えている.こ こで山代河とは木津川のことてある.こ のほか,盆 地の北部か ら南流し

て初瀬川に合流する佐保川について も,田 上山の良材の運搬だけでなく,舟 運にも役立っ
Aこ とは

,筆 者が以前に もふれた 『万葉集」の和銅3年 の藤原京より寧楽宮に遷る時の歌
は つ ザ

の…"泊 瀬の川に舟浮けてわが行 く川の……奈良の都の佐保川にい行 き至 りて……"の 文

句か ら知 られる13)15).ところでこの舟の出発点は藤原京でな く,藤 原京の場合は寺川が利

用された ものと考えた.筆 者はすでに田上山の良材が 運 こばれナこのは寺川だと推定した

が,飛 鳥川の場合,第8図 のABで 示した直角の箇所が条里時代 とすれば問題であり,舟

運には適さないことになるのである.

この飛鳥川にっいては,ま ナこ秋山日出雄の論文26)が参考になる.秋 山は 『日本紀略』天

長3年(826)に ある"掘 、加勢山溝,飛 鳥堰溝、"を問題にし,"口 分田の班給が弘仁元年

の班賜後,19年 間実施 されず,漸 く天長3年11月 と天長4年 正月に畿内校田使が,翌5年

正月畿内班田使が任命された……"と し,弘 仁以後上掲益田池や飛鳥川の開 さくが多いこ

とに注意した.ま アこ東大寺蔵の 「飛騨庁絵図」か らその流路がほぼ現在の如 くであること

や,『平安遺文』には飛鳥,藤 原地域に7つ の堰の記 さいがあること,等 を指摘 し・"飛鳥

川の河川の中心が条里制の坪の境界線になる"こ と等をのべるが,こ の飛鳥堰溝が,現 地

形図の何処にあたるかを指摘していないし,こ の論文の中では水運のことにふれ て い な

い.従 ってこの堰溝 とは灌概又は排水のためのtで,舟 運の運河ではない と思われ る・氏

はまた橘寺と川原寺間の伝板葺宮付近を南北走す る昭和52年 度の橿原考古学研究所発掘の

2m巾 の石溝27)について も,そ れが5～7世 紀の築造になることを注目してい るが・これ

また同様な性格をもつ ものと考える.

要す るに飛鳥川の場合 も,す でに第1項 でみたよ うに条里時代の溝渠による河川流路の

人為的変更以後,流 路にさほ どの変化がない とすれば,い かに堰をつ くり,乱 流をさける

ための石溝を作って も,上 掲中流のABの ごとき直角の個所の存す る水路では舟運に使用

出来ない ことになる.し かし,奈 良盆地のよ うな洪水 と干ばつの多い水量に変化のある河

川において,堰 や運河を利用し,干 ばつや洪水時に具えることは灌概用のアこめにではな

く,船 運用にも古来か ら用い られたことも考えられ る.

最後に運河についてふれ るならば,河 川の人工的改変にあた り,直 線的な条里地割に従

いなが らもその河巾を拡げ,深 さを大 きくし,こ れを運河とせんとしたことは,さ きの藤

原京の東堀川や下ツ道に沿 う寺川や米川,そ の他平城京の両堀川ともい うべき佐保,秋 篠

両川の場合についても考えられ るし,0般 曲流河川についても,堰 と堰間に湛水すれば,

運河としての役割を果 しうるのであって,そ の程度が問題である.と ころが近年橿原考古

学研究所による番条町あたりの下ツ道の調査か ら"下 ツ道は路肩幅16mで 西側には 幅約

4mと 推定 され る側溝があり,東 側には幅11mの 堀川一仮称 「下 ツ道堀川」一が併行 して

いる"と の中間報告28)文を手にした.わ ずか2ぺ0ジ のパンフレッ トであるが,さ らに
"「下ツ道堀川」は計画的に掘 られた重要な運河であった".と している.筆 者 もまたこれ

を信 じ,さ らにその南限が上掲盆地南部寺川につづ くか否かを将来発掘によって証明され
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ることを期待する.ま だ報告者はほかに,平 城京の東京極に沿って,平 城京の東南隅か ら

西南流する稗m堀 川をも考r1Lているが,こ れが運河であったのか,排 水溝であっだかは将

来の問題 として,と もか く奈良盆地の中央部を南北に貫 くy軸 ともい うべ き下ツ道こそ,

x軸 にあたる東西の盆地の古代部市計画上の主要な座標の主軸を形成し,下 ツ道の側溝が

条里時代の灌概渠溝を継承し,運 河として拡張整備された ものとr7Lる.

む す び

第8図 は2万5千 分1の 近年発行 された多色刷の土地利用図にさまざまな歴史地理的事

象の記入を行 ったものである.た だし溜池については比較的大形のもののみを記入した.

ところが,こ の中には近年拡大 された例えば大和郡山市の大規模な養魚池や櫟本町東方の

断層崖下の白川溜池等,明 治の仮製地形図や従来の2万5千 分1図 には存在 していた溜池

とは必らず しも一致 しないものも存するし,同 一・縮尺であ りながら,こ れらふるい地形図

に存在す る溜池で,土 地利用図には畑地や水田に転 じているものもある.こ れは吉野川水

路導入後の変化である.に もかかわらず今もなお条里地割や条坊地割に規定された方格の

皿池や,直 角流路をとる人工改変河川や水路等があちこちに見 られる.

同じ水資源でありなが ら溜池は,灌 概或は貯水を目的としたのに対 して,歴 史時代の河

川は灌概のほかに水運にも利用 され,そ の一部は運河としても利用 された.

ところが(1)で論じナここれ ら無数の溜池や(2)で論じた実年代を推定分類す ることは,名 も

なき同様な道路設置の実年代を推定す るのと同様,極 めて困難であり,時 には相対年代す

ら不明な場合が多い.し かしなが ら,わ ずかな古文献と,発 掘の事実,現 地の微地形的調

査,小 字名や地籍図等による景観の復原等,歴 史地理学的操作を試みることによって,わ

ずかなが らの先史時代以来の奈良盆地の歴史的景観が具体的に復原 されよ うとしているの

である.奈 良盆地は日本の歴史的風土の縮図であるといってよく,将 来 とも歴史地理学の

立場か ら,こ の人為的景観だけではなく,自 然的環境の復原保全29)にも努力したいことを

述べむすびとする.(1981.9月 末)

〔付記〕 本文 は1981年4月 に奈 良大学 で行われた歴史地理学 会の大会で特別発表 した内容に,そ

の後出版 された橿原考古学研究所編 の 『大 和国条里復原図』 を参考 に,新 資料を加えて書 き直 した も

ので あって,戦 後 における=fi'F1の奈良盆地 研究 の貧 しい モノグラフである.
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summary

TheNaraBasinwhichisinnerfaultbasinsurroundedbytiltedbrookswas

cradlelandofancientJapanesestate.Inthesouthernpartofthisbasinin694

ancientpalacecitysocalledFujiwaraKyo-therelicsexcavatedonceonthepartof

modernKashiwaraCityofNaraPref.-andHeijokyo-thepartofmodernNaraCity-

wasbuiltin710A.D.Thearablelandofthisancienttimewasdividedsquareof

109mor125mbysocolledJoriorJoboSystem.Thesehistoricallandmarksurvived

evennowinthisbasin.

Itryedinthispaperswith8Figuresabouttheoriginsandchronologicaldataof

numerableirrigationpondsandartificialriversofthisbasinfromthepointofview

ofhistoricalgeography.

(1)Thereare4typeirrigationpondsinNaraBasin.1.socalledvalleypond

whichwasbankedthegroundwaterofmountainfoot.Someofpondsofthistypeis

coincidewiththeancientdocumentssuchas"Nihonshoki".2.squareorrecu-

tangularpondswhichregulatedbyancientJoriorJobosystem.3.manysmall
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pondsinhillorlowlandwhichwasduginmodernage.4.manyotherponds

whichcannotdistinguishtheirchronologicaldata.

(2)TherearemanyriversinNarabasin.Theynotonlywereservedirrigation

inhistoricalageaswellasponds,butalsoservednavigationfromancienttime.

Wecanfindalsoevencanalinancientdocuments.Nowwefindmanyartificial

streamsforirrigationhereandtheirinNarabasin.Especiallysomeofright-angled

riverstestifythattheirstreamsregulatedbyancientJorisystemasponds.Ingen-

erallyancientriverportscanfindintheupperreachesofthisbasincomparewith

modernageports.Forexamplethefamousmarkettown"Tsubanoichi"whichbuilt

ab.theendof5thcenturiessituatedatthefootofalluvialfanofupperstreamof

YamatoRiver.Thiscausedtheupraisedriverfloorbydepositionofsandsfrom

Yamatoplateaufollowedbyadvanceoftime.AttheoriginofartificialcanalIdis-

cussedabouttheartificialriverofTerawhichrunfromsouthtonorthintheheart

ofNarabasin.


